HF01-01-16(低構)

試験申請書

令和　　年　　月　　日

一般財団法人　日本建築センター　御中
［会社名］　　　　　　　　　　　　　　
［代表者名］　　　　　　　　　　　　　

［所在地］〒   -    　
電話　

　住宅の品質確保の促進等に関する法律第59条第2項の規定による試験を受けたいので、次のとおり申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は事実に相違ないものとし、申請するにあたり、次の事項について同意します。

　・申請手続き、申請書及び添付図書の訂正、一般財団法人日本建築センターから交付される文書

の受領等試験に関して必要な事項について、下記連絡先欄の者に委任すること。

・下記料金請求先会社名欄の会社が申請者と異なる場合は、当該会社が料金を支払うこと。

当該会社による支払いが滞る場合、申請者は連帯責任者として支払うこと。

・一般財団法人日本建築センター試験業務約款及び同規程を遵守すること。
記

１．当該試験に基づき認定を受けようとする特別評価方法の名称
	


２．当該試験を受けようとする特別評価方法を用いて評価されるべき性能表示事項
	日本住宅性能表示基準（平成１３年国土交通省告示第1346号）の別表１の（い）項

	表示すべき事項の区分
	□１－１　耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）

	
	□１－２　耐震等級（構造躯体の損傷防止）

	
	□１－３　その他（地震に対する構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－４　耐風等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－５　耐積雪等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－６　地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法

	
	□１－７　基礎の構造方法及び形式等


３．試験の区分：別紙参照
４．当該特別評価方法の内容：別紙参照
５．備考
	連絡先
	会社名

部課名

所在地

電話/FAX

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),担当者)/

E-mail
	〒   -    

　　　　　　　／

(統括)　　　　　　　　　／　

(確認)　　　　　　　　　／　

(担当)　　　　　　　　　／　

	受付の承諾日

	
	
	
	※
令和　年　月　日

	

	料金

請求書

送付先
	会社名

所在地
電話/FAX
担当者
E-mail
	　　　　　　　／　

	料金
(税込)
	※

	
	
	
	請求先
会社名
	

	

	試験完了後のビルデイングレター及びＢＣＪホームページの完了報告一覧への掲載許諾＊1
	□諾　□否


（注意）①申請者が法人である場合は、代表者又は本申請の権限が委譲された者の役職及び氏名を記載してください。
②申請者欄、連絡先欄及び請求書送付先欄に記載された個人情報を本業務と当財団からのお知らせ以外に使用しません｡
③※印のある欄は、当財団が使用しますので、何も記載しないでください。
④なお、当財団が必要と判断する場合は、申請者に押印をお願いしたり、直接連絡したりする場合がありますので、あら
かじめご了承ください。
＊1 完了報告の掲載内容については、別添「性能評価（評定）完了報告一覧の掲載のお願い」をご覧ください。
別紙

	試験の区分

【複数選択可】
	□　特別の建築材料×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　特別の構造方法×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（床面積の合計　　　　　　　㎡　以内）
□　特別の試験方法×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　特別の計算方法×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	当該特別評価方法の内容
	


※（財）日本建築センター使用欄

	部　長
	課　長
	職　員
	摘　要

	
	
	
	


試験申請書

令和５年　９月１日

　一般財団法人　日本建築センター　御中
 株式会社　センターホーム
代表取締役　日本　一郎
〒101-????　東京都千代田区外神田x-x-x ○○○ビル
電話　03-????-????
　住宅の品質確保の促進等に関する法律第59条第2項に規定する試験を受けたいので、次のとおり申請します。この申請書及び添付図書に記載の事項は事実に相違ないものとし、申請するにあたり、次の事項について同意します。

　・申請手続き、申請書及び添付図書の訂正、一般財団法人日本建築センターから交付される文書

の受領等試験に関して必要な事項について、下記連絡先欄の者に委任すること。

・下記料金請求先会社名欄の会社が申請者と異なる場合は、当該会社が料金を支払うこと。

当該会社による支払いが滞る場合、申請者は連帯責任者として支払うこと。

・一般財団法人日本建築センター試験業務約款及び同規程を遵守すること。
記

03． 当該試験に基づき認定を受けようとする特別評価方法の名称
	


２．当該試験を受けようとする特別評価方法を用いて評価されるべき性能表示事項
	日本住宅性能表示基準（平成１３年国土交通省告示第1346号）の別表１の（い）項

	表示すべき事項の区分
	■１－１　耐震等級（構造躯体の倒壊等防止）

	
	□１－２　耐震等級（構造躯体の損傷防止）

	
	□１－３　その他（地震に対する構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－４　耐風等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－５　耐積雪等級（構造躯体の倒壊等防止及び損傷防止）

	
	□１－６　地盤又は杭の許容支持力等及びその設定方法

	
	□１－７　基礎の構造方法及び形式等


３．試験の区分：別紙参照
４．当該特別評価方法の内容：別紙参照
５．備考
申請にあたっては、一般財団法人日本建築センター試験業務約款及び同規程を遵守します。
	連絡先
	会社名

部課名

所在地

電話/FAX

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),担当者)/

E-mail
	株式会社　センターホーム

住宅部　住宅課

〒105-????　東京都千代田区外神田?-?-? ○○○ビル

03-????-????　／　03-????-????
(統括)　課長　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にほん),日本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たろう),太郎)　／　nihon_t@???.co.jp
(確認)　主任　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にほん),日本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じろう),次郎)　／　nihon_j@???.co.jp
(担当)　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にほん),日本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなこ),花子)　／　nihon_h@???.co.jp

	受付の承諾日

	
	
	
	※
令和　年　月　日

	

	料金

請求書

送付先
	会社名

所在地
電話/FAX
担当者
E-mail
	連絡先と同じ
連絡先と同じ
連絡先と同じ　／　連絡先と同じ
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(にほん),日本)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たろう),太郎)
nihon_h@???.co.jp
	料金
(税込)
	※

	
	
	
	請求先
会社名
	株式会社
センターホーム

	

	試験完了後のビルデイングレター及びＢＣＪホームページの完了報告一覧への掲載許諾＊1
	■諾　□否


（注意）①申請者が法人である場合は、代表者又は本申請の権限が委譲された者の役職及び氏名を記載してください。

②申請者欄、連絡先欄及び請求書送付先欄に記載された個人情報を本業務と当財団からのお知らせ以外に使用しません。

③※印のある欄は、当財団が使用しますので、何も記載しないでください。

④なお、当財団が必要と判断する場合は、申請者に押印をお願いしたり、直接連絡したりする場合がありますので、あら
かじめご了承ください。
＊1 完了報告の掲載内容については、別添「性能評価（評定）完了報告一覧の掲載のお願い」をご覧ください。
別紙

	試験の区分

【複数選択可】
	□　特別の建築材料×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　特別の構造方法×（１）　内容：準耐力壁　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　（床面積の合計　　　５００㎡　以内）
□　特別の試験方法×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
□　特別の計算方法×（　）　内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	当該特別評価方法の内容
	（い）

（ろ）

軸組の種類

倍率

（1）

　

日本工業規格A6901に規定する厚さ12.5mmのせっこうボード（屋外壁等以外に用いるものに限る。）を、次の表に掲げるねじによって15cm以下の間隔で柱及び間柱の片面に高さ36cm以上となるように緊結した壁を設けた軸組（壁の高さが横架材間内法寸法の10分の8未満である場合にあっては、当該軸組の両端の柱の距離は2m以下とし、かつ、両端の柱のそれぞれに連続して、同じ側に同じ材料を同じ方法によって、柱及び間柱の片側に高さが横架材間内法寸法の10分の8以上となるように打ち付けた壁を有するものとする。

0.5に、壁の高さの横架材間内法寸法に対する比を乗じた値

注：本内容は性能表示事項1-2・1-3にも適用できる。


※（財）日本建築センター使用欄

	部　長
	課　長
	職　員
	摘　要

	
	
	
	


申請者





記載例：別紙と両面コピーとしてください。





役職名は、登記上の正式な名称としてください。役職名は、登登記上の正式な名称としてください。


特に「代表」や「社長」が付くか、確認を。





特に「代表」や「社長」が付くか、確認を。





次の項目名を削除。


・申請者　・会社名　・代表者名　・所在地





統括：本業務の担当責任者、他の性能


項目との統括担当者など


確認：図書や回答書の提出前に誤りが


ないことを確認する責任者


担当：図書や回答書を作成する担当者


※確認と担当は兼務できません。


統括と確認、統括と担当は兼務可です。





請求書を受領する担当者





請求書に記載する会社名








